













Based on the Analysis of Constructing Graphic Organizers and Retelling 
Task for Reading Comprehension: How Do Upper Intermediate and Advanced 































































































JLPT の「未」は未受験を指す。L1 ～ L4が N1合格（上








L1 中国 朝鮮 学部 ５ N1 ○
L2 中国 中国 交換 ３ N1 ○
L3 中国 中国 交換 ５ N1 ○
L4 中国 中国 研究生 ５ N1 ○
L5 中国 中国 研究生 ４ N2 ×
L6 台湾 中国 交換 ３ 未





















































































































































































































































































































































































































































































































得点 構造 表現 得点 構造 補足
L1 6 ○ 簡潔 7 ○ ○
L2 8 ○ 簡潔 9 ○ ○
L3 8.5 ○ 簡潔・文 8.5 ○ ○
L4 6 ○ 簡潔・文 8 ○ △
L5 3 △ 単語・文 1.5 △ ×
L6 4 × 簡潔 4 × ×
L7 9 ○ 文抜出 9 ○ ○
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ろうか。
今回は１つの文章だけを用いて図の作成を行った。
今後は構造や内容が異なる様々な文章を用いて、学習
者が文章をどのように理解しているのかを明らかにし
ていく必要がある。
読解は目に見えないプロセスであるため、学習者が
どこでどのように誤ったのかを教師が知ることは難し
い。今後も教室活動を工夫しながら、学習者一人一人
の課題に応じた適切な支援方法を考えていきたい。
付記
本稿は、平成24 ～ 27年度科学研究費補助金基盤研
究（C）「日本語学習者の読解を困難にする要因の解明
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